
圃
研究主題 「公民的資質を伸ばす個に応 じた指導を充実させるための

授業改善のポイントについて」

1主 題設定の理由

平成17年 度の 「東京の教育21」 研究開発委員会の高等学校共通研究主題 として、「個に応 じた指導

の充実を図る指導内容 ・方法の研究開発」が設定されている。 これ を公民科にあてはめたものが、本部

会の研究主題である。 この うち、「公民的資質」 とは、学習指導要領の公民科の目標 に照 らす と、「民主

的、平和的な国家 ・祉会の有為な形成者 として必要な公民 としての資質」を意味する。ある程度の知識

の獲得は必要であるが、それに留まることなく生徒自身が現実の社会 において諸課題を発見 し、客観的

資料 を収集 して分析 し、解決方法を考察 して、自らの言葉で表現す ることによ り、自己の公民 としての

資質 を高めていくことができるようにすることが重要である。

こうした公民としての資質を伸ばすためには、「個に応 じた指導」の充実が不可欠である。従来の知識

注入型の授業では対応できないことは自明であるが、一斉指導の授業形態が現実である多 くの学校 にお

いて、「個に応 じた指導」をどのよ うに実現 してい くかは、大きな課題である。本部会では 「個に応 じ

た」の意味を生徒各 自の身近な体験 ・経験に基づいて学習内容への関心や問題意識を喚起 し、 自己の課

題 として主体的に考察すること、 と捉えた。

授業改善にっいては、学校経営計画に基づ く年度当初の年間授業計画 ・評価計画の作成か ら、授業の

実施、それに対する生徒による授業評価、教員相互の授業計画 ・協議 と助言、そ してそれを踏 まえた学

習指導の工夫 ・改善、校内研修の実施 とい う一連の流れをサイクル化することによ り、授業力の向上 を

図ることが求められている。

本部会では、開発委員の勤務校 における実践例に即 して、具体的に研究を進め、特 に2、3年 目の若

手教員に授業改善の枠組み として 「授業改善のポイン ト」を提供することを目指 して、この主題を設定

した。

皿 研究の視点

1学 習指導要領の趣 旨を踏まえ、個に応 じた指導の充実を図 り、生徒一人一人に公民的資質が身に付

くよ うな授業改善の方策 を、具体的な事例を通して研究する。

2「 授業改善のポイン ト」を整理 し、明確な 「授業改善のポイン ト1を もった研究授業を行い、その

成果 を生徒による授業評価により検証 し、今後の授業改善の方向性について考察する。
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皿 研究の方法

平成15年 度に全国の高校生を対象に行われた 「教育課程実施状況調査」(国立教育政策研究所)の 調

査結果を踏まえ、同研究所では概略以下のような公民科のr指 導上の改善点」を提起している,

ア 地理的分野と歴史的分野の学習の成果を生かした学習指導の工夫

イ 追究の仕方を身に付けさせる学習指導の工夫

ウ 見方や考え方を形成する基本的な概念を身に付けさせる学習指導の工夫

エ グラプなどの資料を読み取り、表現させる学習指導の工夫

オ 調べ学習に意欲的に取り組み、成就感を得られる指導の工夫

本部会ではこの提起に検討を加え、現在の都立高校の生徒に 「公民的資質」を醸成するために必要な

授業改善の方向性について協議した。その結果、「指導上の改善点」を具体化し、生徒に 「公民的資質」

を醸成するためには、以下のようなポイントで公民科の授業改善を実施することが必要であると考えた。

なお、本部会としては基本的かつ具体的な知識 ・理解が不足している生徒が増加していることにも留

意すべきであると考えた。この問題の解決なくして、生徒の主体的な学習は成り立たないからである。

授 業 改 善 ポ

〈基本的 ・具体的な知識とそれに対する理解を充実させる〉

小 ・中学校段階で修得すべき知識を確認させる。

2高 等学校段階での修得すべき基本的知識を確実に身に付けさせるb

〈公民的な見方 ・考え方を身に付けさせる〉

「比較」によってそれぞれの事柄の特質を見出 した り、他の事柄 を類推 した りできる。

因果関係をはじめ対立 ・矛盾などの事柄相互の 「関係」をとらえることができる。

他人の意見をよく聞いて理解することができる。

対立する意見は両方理解 し、相対化 ・客観化 してとらえることができる。

〈資 料 ・デ ータ を読 み とり、考 察 した ことを 表現 さ せ る 〉

データを基にグラフを作成 し、データとグラフとの関係を確認することができる。

2グ ラフの数値の変化から、社会事象の発生や経過について気付 くことができる。

3考 察 したことを自分の言葉で説明することができる。

〈調べ学習に意欲的に取り組み、成就感を得られるようにする〉

授業者は、生徒の興味 ・関心を喚起する適切な課題を設定する。

2授 業者は、調査結果を発表させ、調査した事柄を関連付けさせる。
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N研 究の内容

1A高 校の事例

(1)授 業改善の課題 と視点

今 までの倫理の授業では美 と芸術について取 り上げてきたが、これまで行 ってきた授業においては、

古代ギ リシア ・ローマにおける美の理念や、ロマン ・ロランの描 くべ一 トーベン像など音楽家、その

他 さまざまな美術や文学に業績 を残 した人物像 と生き方を描 くことが一般的であった.こ の手法はい

わゆる系統型学習の授業であるが、倫理の学ぷべき重要な課題のもう一つの内容はそれぞれ の課題に

っいてその意味を考えることである。すなわち、見方や考え方を形成する基本的な概念を身に付けさ

せ る学習指導の工夫の一環 として思考力を身に付けさせ る学習法も取 り入れる必要性がある。そこで、

倫理における授業改善として 「美 とは何か」 という思考学習を通 して、思考力を陶冶することで知識

力の育成にも結実する授業改善の方法を模索する必要がある。

(2)授 業改善の実施

ア 対象1第2学 年 倫理

イ 主題 「人間にとって最も美 しいもの」

ウ 主題設定の理由

・ 日ごろ、人間の在 り方等 について深 く考 える機会が少ない生徒に 「人間に とって最も美 しい も

の」 とい うテーマを与え、 自分 自身で考え、追究する学習活動を行 う必要がある。

・ グループ活動による意見交換やデ ィスカッシ ョンを通 じて、他の生徒の考えを正 しく理解 し、

自分の意見を確実に伝 えられるような態度を育成 したい.

工 単元の指導計画

・ 人間にとって最も美 しいもの(2時 間)本 時

・ 古代 ギリシアの自然哲学(1時 間)

・ ソクラテス(1時 間)

・ アリス トテ レス(1時 間)

オ 本時の目標

・ 自分の考える 「人間にとって最も美 しい もの」を教科書 ・資料集を参考に考え、分か りやすい

言葉で表現す る。

・ 意見交換やディスカシ ョンを通 じて、「人間に とって最 も美 しいもの」について考える。

力 本時の展開 注:()内 は、 「授業改善のポイ ン ト」の各項 目を指す。

学 習 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点

1

導

入

・生徒の小論文の紹介 ・「人間にとって最 も美 しいもの

とは何か1に ついて小論文の要

約か ら本 日の学習活動の課題に

ついて把握す る、(③1)

・ワー クシー トに記述 した

内容 を読み返 し、小論文を

・教科書 ・資料集の思想家の考

え方なども参照 しっつ、小論文

・机間指導 を行いながら、自分

の考え方をま とめやす くなるよ
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完成 させる。 を完成 させる。 う助言す る。

・グループ協議 ・完成論文を1人 ずつ発表 し、 ・周 囲の生徒 と相談せず、一人

その見解について教室でディス で考えるように指導す る。

カ ッシ ョンを行 う。(②3) ・すべての生徒がグループに所

展 ・グル ープ発表 ・見解の共通する生徒 どうしで 属できるように配慮す る。

グループを作 り、共通見解を練 ・より高次な意見に高められる

り合わせる作業を行 う。(①3) ように、机問指導を行いなが ら

開 ・グループ発表の準備を行 う。 助言す る。

・代表者がディスカッシ ョンの

経緯や結論を発表する。(③2)

・各 自が発表 を聞いて考えた こ

とを レポー トに記述する。(①3)

ま ・レポー トの紹介 ・授業者が レポー トに記述され ・複数 の レポー トを紹介 し、様 々

と た内容を読み上げ、生徒自身が な見方や考え方があることに気

め 見出 した題材 として紹介する。 付かせる.

(3)生 徒による授業評価

今回の授業に対する生徒による授業評価の主な内容は、以下の とお りである。

ア 自分の考える 「人間にとって最も美 しいもの」を分か りやす く表現す ることができたか.

イ 意見交換やディスカッションを通 じて、他の生徒の意見を正確 に理解 し、 自分の意見や考

えを率直に伝えることができたか。

ウ グループでの意見交換やディスカッションを通 じて、最初に考 えた 「人間にとって最 も美

しいもの」をよ り高次な考え方に発展 させることができたか。

これに対 し、関心、参加意欲、思考力、判断力、資料活用、表現力、知識、理解力の8つ の項 目に

対 して、4段 階の評定尺度 によ・って授業評価を行 った。各項 目の最高点は4点 であ り、最低点は1で

ある。参加生徒による評価の平均は、次のとおりであった。(△ は評価が高く、▲は低い)

NO. 問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8

項 目 関心 参加意欲 思考力 判断力 資料活用 表現力 購 理解力

数値 2.65 2.73 3.oo 2.78 2.17 273 2.69 2.69

△ △ ▲ △

(4)今 後の授業改善

この生徒による授業評価に見られる傾向性は、思考力、参加意欲、表現力の数値が高いことに対 し

て、資料活用の数値が最も低 く表れている。 この数値結果は、思考力を養い、各 自の考えを互いに理

解 しあい、コミュニケーションカ を酒養す るとい う目的に関係の深い項 目では評価が高い反面、資料

を活用するとい う知識的な側面の育成が弱いとい うことを表 している。

今後の授業の改善 と展開の方向 とい う視点からみると、この数値は知識力 と思考力の双方をバラン

スよく育成 してい く必要性 を表 している。公民科では知識 力と思考力の双方を振 り子のように往復す

る授業と、そのっどの授業評価 による成果チェックを通 してフィー ドバ ックしつっ、公民科的資質の

育成を進めて くことが重要 と考えられる。
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2B高 校の事例

(1)授 業改善の課題 と視点

公民科においては、生徒が様々な杜会事象に関心をもち、自分 自身の身近な問題 として考えるよ う

指導す ることが重要であるとともに、客観的な資料から社会事象の考察を行い、その過程や結果にっ

いて、生徒 自身の言葉で適切に表現する態度 と能力を育成す ることが求められている。授業に当たっ

ては、以下のようなことを課題 として考えていかなければならない。

ア 教 えるべき事項を どう精選するか(興 味や関心を維持す るためには精選が必要である)。

イ 社会事象が自分 自身 と関連があることをどのよ うに実感 させるか。

ウ 生徒自身の考えを生徒 自身の言葉でどう表現させるか。

日ごろから生徒たちには、情報を整理 して解説 し、理解を深め させ ることによって様々な社会事象

にっいて興味 ・関心をもたせるよう努めてきた。その際には、様々な違 う立場か ら事象を考えさせる

ことによって、生徒たちの 「常識を見直し」な瑛ら授業を進めることを意識 してきた。

この単元においても、そ うした立場の違いについては強 く留意 したつ もりである。 また、歴史的事

項や制度的事項を精選する必要があると考え、統計や図表によって現状を理解 させ ようと試みた。 さ

らに、生徒 自身の言葉で 自身の考えを表現 させるよう、立場を変 えて 「せ りふ」で表現させることや、

進路指導 と連携 して 自らの進路と合わせて考えられるような題材を用意 した。 さらに、文献資料を併

せて活用することにより、よ り理解が深まるように工夫するとともに、キャリア教育を教科指導の中

で実践する試み として有効なものとなるように努力した。

(2)授 業改善の実施

ア 対象=第3学 年 政治 ・経済

イ 主題 「雇用 と労働問題」

ウ 主題設定の理 由

近年の厳 しい経済情勢の中で、雇用をめぐる情勢が大きく変化 していることを様々な統計資料や文

献か ら理解 させ る。特に、成果主義の進展について賃金を例にとって考察 させ、そ うした時代に必要

な能力 と資質 を、 自らのキャ リア形成について考えさせなが ら、生徒 自身の言葉で表現させ る。

工 単元指導計画

日本の労使関係 と労働基本権(2時 間)

日本型雇用慣行の変容 と労働市場の現状(1時 間)

年功制から年俸制へ(ユ 時間)

これからのキャリア形成について考える(1時 間)本 時

オ 本時の目標

能力重視の成果主義が広まる中で、近年の雇用をめぐる文献や統計資料を参考にしなが ら、これ

か らの成果主義の時代の中で、職業を通 した 自己実現を図るためには、どのような資質や能力が必

要か、生徒自身の在 り方生き方の問題 として考えさせる。
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力 本時の展開 注=()内 は、 「授業改善のポイン ト」の各項 目を指す。

学 習 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点
一
・前時の復習 ・成果主義の問題点 を整理 した ・様々な観点か らの資料を示 し、

導 上で、これからの時代 に必要な 考える際の参考となるようにす

入 資質や能力にっいて、 自分自身 る 。

の問題 として考える。(③ ユ)

・これからの成果主義の時 ・日本 と米 ・英 ・独 の雇用 管理

代に必要な能力や資質を の模式図か ら、能力主義 と平等

展 考える 主義、会社優先主義と個人優先

主義について整理する。④2)

・フ リーターや労働経済学者な

どの資料(文 献)を 読みながら、 ・指名に よ り発 表 させ る。

開 自分の考えともっとも近いもの

を参考にして、各 自の意見を発

表する。⑪3、 ②3)

ま ・本時及び単元のまとめ ・単元全体 について振 り返 り、 ・ま とめ と して の レポー ト作成

と 生涯にわたるキャリア形成の重 を指示する。

め 要性を認識す る.

評価の観点

・与 えられた課題について積極的に考 え、自己の職業に対す る意識を高めることができたか。(心 ・

意欲)

・様々な資料を読み取 り、自己の考えをまとめて発表することができたか。(思 考 ・判断、技能 ・

表現)

(3)生 徒による評価

「生徒による授業評価」は、「政治 ・経済」を受講 している3年 生全員を対象に実施 した。質問項

目は、本校の全教科共通項 目に加えて、本部会が一単元を単位 として授業改善に取 り組むこととした

ために、本単元に関する質問項 目を付け加えて実施 したe評 価はrAノ そ う思 う(よ くできた)」rB'大

体そ う思 う(ま あよくできた)」 「C'あま り思わない(あ ま りできなかった)」 「D偲わない(で きなか

った)」 の4段 階評価 とし、 自由記述欄 も設けた。(△ は評価が高く、▲は低い)

NO. 問1 問2 問3 問4 問5

項目 知識理解 知識理解 知識理解 関心意欲 関心意欲

数値 3.OO 3.34 2.78 2.71 2.82

△ △

聾α 問6 問7 問8 問9 問10

項目 表現力 資料活用 資料活用 思考判断 思考判断

数値 2.36 2.93 2.47 2.58 3.10

▲ ▲ ▲ △
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